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• 八幡平市では、地熱資源を発電に活用するだけでなく、地熱蒸気や温泉熱、温水を活用することで、地域の新たな産業・観光振興に
力を入れている。

• 地熱発電や小水力発電といった再生可能エネルギーを活用した循環型社会の実現に加えて、地域の伝統文化や自然資源の評価を
見直すことにより、人・生物・自然が共生する持続可能な地域の実現を目指している。

▲松川地熱発電所▲旧松尾鉱山創業当時の風景

■基本情報

■取り組みの背景・認識した地域課題

■取り組み内容

所在地 岩手県八幡平市

地域概況

• 盛岡市に隣接し、東北自動
車道やJR花輪線が縦断する
など、アクセス性に優れた地
域である。

• また、国内有数のスキーリ
ゾートとして有名であり、十和
田八幡平国立公園の豊か
な自然にも恵まれている。

地域産業の復興

• 八幡平市は、1970年以前は
硫黄鉱山の採掘地として繁栄
を極めた。鉱業が衰退し閉山し
た後、地域における新たな産業
の創出が求められた。

地域課題 地域資源

地熱資源

• 鉱業の採掘技術を生かし、温
泉開発が進められた。その際、
地熱資源が発掘され、日本初
の商用地熱発電所である松川
地熱発電所が設立された。

出所）八幡平市における各社資料・インタビューより

繁栄を極めた鉱業が衰退して地域経済が停滞

地熱を発電だけでなく染色や農業など多様な産業に活用、さらに地熱による馬ふんの堆肥化で接点を持つ牧場と連携し
て、馬と自然が共生する景観を復活させ観光に生かすなど、多様な資源が循環するサーキュラーエコノミー形成を目指す

参考１．岩手県八幡平市 農山漁村 都市地域都市間

地熱資源の
染色への活用

(㈱地熱染色研究所)

地熱資源を生かした
循環型農業の実践

(ジオファーム八幡平

（企業組合八幡平地熱
活用プロジェクト））

地域資源

• 八幡平の豊富な地熱エネルギーを活かし、地熱蒸気による染色法を開発。
「ジオカラー」と呼ばれる美しいグラデーションが織りなす染物を提供する、独
自の技術と製品は海外からも注目を集めている。

• 八幡平国立公園の四季折々の自然からインスピレーションを得て、その色彩
を布に表現することをテーマとしている。

• 地場産品土産や観光のみにとどまらず、過去には岩手県庁や東京六本木
でのファッションショーを開催している。

地熱資源の
農業への活用

(㈱八幡平スマート
ファーム)

• 八幡平市の松川地熱発電所から供給される熱水を活用し、豪雪地帯にお
いても季節に関わらず年間を通じて栽培ができる周年農業の実現を目指す。

• 具体的には、離農により未活用となった農業ハウスを再生し、熱水を暖房に
利用したバジル栽培に取り組む。八幡平市と包括連携協定を結びスタート
したスマートファームプロジェクトを立ち上げ、縦型水耕栽培やIoT制御システ
ムといった最新の農業技術を導入している。

• 地域資源を有効活用した「稼げる農業」を実践し、新規就農者参入にも結
び付けていく。

• 競走馬を引退した馬を引き取り、引退後のアフターケアを行っている。

• また、八幡平の地熱を活かし、引退馬の馬ふんを堆肥化。馬ふんからできた
堆肥はマッシュルーム栽培と親和性が高いことから、マッシュルームの生産・販
売に取り組み、循環型農業の実現を目指している。

• さらに、海上コンテナを馬房に再活用するなど、既にある資源を生かすことを
意識している。その他、菌床を脱プラに生かす研究も検討されているなど、今
後の応用可能性への期待は大きい。

• 馬と生きてきた農耕の歴史が見直されつつある。MATOWA（馬と輪）は
「馬を通して自然に触れる、人に触れる、自分に出会う」をコンセプトに、乗
馬体験やワークショップなど、馬に関わる様々な体験を提供している。

• 八幡平市の安比高原でノシバやレンゲツツジの環境再生維持活動にも取り
組み、馬と自然が共生する景観の復活を目指している。


